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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｙ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
９
１
５
Ａ

【
作
者
名
】

　
ナ
ナ

【
あ
ら
す
じ
】

　
内
気
な
少
女
、
ミ
カ
が
高
校
に
入
学
。
そ
こ
で
運
命
の
出
会
い
を
・
・
・
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序
章
（
前
書
き
）

は
じ
め
ま
し
て
。

作
者
の
ナ
ナ
で
す
。

私
は
初
め
て
小
説
を
書
き
ま
す
。

な
の
で
い
き
な
り
内
容
が
飛
ん
で
い
た
り
す
る
場
合
が
有
り
ま
す
が
、
大
き
な

心
で
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。
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序
章

（
あ
ぁ
、
緊
張
す
る
よ
～
。
由
里
、
助
け
て
・
・
・
今
か
ら
こ
ん
な
に
緊
張
し

て
ど
う
す
る
の
よ
・
・
・
自
分
で
自
分
が
情
け
な
い
・
・
・
。
）

ミ
カ
『
は
ぁ
・
・
・
』

校
門
の
前
で
た
め
息
を
つ
い
て
い
た
少
女
は
、
重
い
足
取
り
で
歩
き
出
し
た
。

運
命
の
扉
に
向
か
っ
て
・
・
・
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第
１
話
　
友
と
の
出
会
い

桜
が
キ
レ
イ
に
舞
っ
て
い
る
道
を
歩
い
て
い
る
の
は
、
岡
野
ミ
カ
１
５
才
だ
。

内
気
で
、
恥
ず
か
し
が
り
や
。

背
は
１
５
０
ｃ
ｍ
と
小
柄
、
無
造
作
に
肩
ま
で
伸
び
た
髪
や
、
目
の
近
く
ま
で

伸
び
た
前
髪
は
内
気
な
性
格
を
よ
り
一
層
引
き
た
て
て
い
る
。

中
学
で
は
友
達
も
少
な
く
、
ク
ラ
ス
の
中
で
喋
っ
た
事
が
あ
る
人
よ
り
無
い
人

の
方
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。

中
学
で
の
た
っ
た
一
人
の
親
友
、
由
里
が
医
者
に
な
る
た
め
に
自
分
と
は
違
う

高
校
に
行
く
と
知
っ
た
時
、
彼
女
は
泣
き
な
が
ら
親
に
由
里
と
同
じ
学
校
に
行

き
た
い
と
説
得
し
た
。

だ
が
、
由
里
の
行
く
学
校
は
医
者
専
門
学
校
だ
し
、
学
費
も
高
い
の
で
駄
目
だ

と
言
わ
れ
た
時
は
、
由
里
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
夢
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
た
友
を
自
分
の
都
合
の
た
め
に
止
め
る
わ

け
に
も
行
か
ず
、
一
人
こ
の
学
校
に
や
っ
て
き
た
。

体
育
館
に
入
っ
た
ミ
カ
は
先
生
に
言
わ
れ
、
新
入
生
が
い
る
部
屋
に
行
っ
た
。

そ
こ
に
は
８
０
人
位
の
人
達
が
居
り
、
既
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ガ
ヤ
ガ
ヤ

話
し
て
い
る
人
達
も
い
た
。

（
ど
う
し
よ
う
、
大
丈
夫
か
な
～
も
う
グ
ル
ー
プ
で
き
て
る
よ
～
）

ミ
カ
は
不
安
で
、
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

す
る
と
、

　
ト
ン
ト
ン
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誰
か
が
、
ミ
カ
の
肩
を
つ
つ
い
た
。

ミ
カ
『
き
ゃ
あ
！
！
』

　
　
ミ
カ
は
、
ビ
ッ
ク
リ
し
大
声
を
上
げ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
周
囲
の
目
が
一
斉
に
ミ
カ
の
方
に
向
け
ら
れ
、
ミ
カ
の
顔
は
、
火
が
出
そ

う
な
程
真
っ
赤
に
な
っ
た
。

　
　
振
り
向
い
た
そ
こ
に
は
、
１
７
０
ｃ
ｍ
位
の
背
の
、
美
人
な
女
子
が
驚
い

た
様
に
た
っ
て
い
た
。

女
子
『
ゴ
、
ゴ
メ
ン
。
び
っ
く
り
し
た
？
』

ミ
カ
『
い
、
い
え
。
大
丈
夫
で
す
／
／
』

女
子
『
ホ
ン
ト
？
顔
真
っ
赤
だ
よ
？
具
合
悪
い
の
？
』

ミ
カ
『
い
、
い
え
。
大
丈
夫
で
す
／
／
』

女
子
『
そ
う
、
良
か
っ
た
。
』

　
　
女
子
の
顔
は
、
今
は
じ
め
て
笑
顔
に
な
っ
た
。

女
子
『
は
じ
め
ま
し
て
。
私
、
斎
藤
香
奈
っ
て
言
う
ん
だ
。
よ
ろ
し
く
ね
。
』

ミ
カ
『
は
、
は
じ
め
ま
し
て
。
わ
、
私
、
岡
野
ミ
カ
で
す
。
／
／
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
／
／
』

　
　
二
人
は
握
手
を
し
た
。

香
奈
『
よ
ろ
し
く
、
ミ
カ
。
』

　
　
香
奈
は
ミ
カ
に
微
笑
ん
で
、
小
柄
な
ミ
カ
に
目
線
を
合
わ
す
た
め
に
前
か

が
身
に
な
っ
た
。
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香
奈
『
タ
メ
口
で
良
い
よ
？
同
い
年
な
ん
だ
し
、
私
も
タ
メ
口
の
方
が
楽
で
良

い
し
さ
・
・
・
』

ミ
カ
『
わ
、
分
か
り
ま
し
た
。
っ
あ
！
わ
、
分
か
っ
た
・
・
・
／
／
』

香
奈
『
ク
ス
ク
ス
。
』

　
　
香
奈
は
、
ミ
カ
の
方
を
見
て
笑
っ
た
。

香
奈
『
ミ
カ
は
ど
こ
の
学
校
か
ら
来
た
の
？
』

ミ
カ
『
私
は
○
○
学
校
か
ら
・
・
・
香
奈
は
？
』

香
奈
『
私
は
、
●
●
学
校
。
』

ミ
カ
『
ど
ん
な
学
校
？
』

香
奈
『
良
い
学
校
だ
よ
。
緑
も
多
い
し
、
空
気
は
キ
レ
イ
だ
し
。
ま
ぁ
、
と
て

つ
も
な
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
く
っ
。
田
舎
に
あ
る
学
校
な
わ
け
さ
』

　
　
香
奈
は
長
い
両
手
を
広
げ
大
き
な
円
を
書
き
な
が
ら
言
っ
た
。

ミ
カ
『
ク
ス
ク
ス
。
そ
ん
な
に
田
舎
な
の
？
』

香
奈
『
あ
っ
！
！
』

　
　
ミ
カ
は
笑
っ
た
事
で
香
奈
の
気
を
悪
く
さ
せ
た
と
思
い
不
安
に
な
っ
た
。

ミ
カ
『
え
！
ど
う
し
た
の
？
』

香
奈
『
始
め
て
笑
っ
た
ね
。
笑
顔
か
わ
い
い
！
い
つ
も
笑
っ
て
れ
ば
良
い
の
に
・

・
・
』

　
　
言
わ
れ
な
れ
な
い
言
葉
に
ミ
カ
は
再
び
顔
を
赤
め
た
。

ミ
カ
『
／
／
あ
り
が
と
。
私
ね
、
恥
ず
か
し
が
り
や
な
ん
だ
。
人
前
に
出
る
と
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固
ま
っ
ち
ゃ
の
、
そ
れ
に
―
』

香
奈
『
―
そ
れ
に
、
す
ぐ
顔
が
赤
く
な
る
？
』

ミ
カ
『
エ
ヘ
へ
。
そ
う
な
の
』

香
奈
『
ク
ス
ク
ス
。
』

ミ
カ
『
ク
ス
ク
ス
。
良
か
っ
た
。
』

香
奈
『
何
が
？
』

ミ
カ
『
私
、
友
達
が
で
き
る
か
と
て
も
不
安
だ
っ
た
の
。
で
も
、
出
来
た
か
ら
』

香
奈
『
私
も
友
達
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
』

　
　
ミ
カ
と
香
奈
は
互
い
に
微
笑
ん
だ
。

　
　
不
意
に
ミ
カ
の
耳
に
隣
で
話
し
て
い
る
女
子
達
の
声
が
聞
こ
え
た
。

女
子
Ａ
『
ネ
ー
ネ
ー
、
あ
そ
こ
に
居
る
男
子
達
カ
ッ
コ
良
く
な
い
？
』

　
　
女
子
が
指
差
す
方
に
は
、
無
数
の
女
子
達
に
囲
ま
れ
た
５
人
の
男
子
の
姿

が
あ
っ
た
。

女
子
Ｂ
『
ホ
ン
ト
ー
、
メ
ッ
チ
ャ
カ
ッ
コ
イ
イ
！
！
な
ん
か
女
子
達
集
ま
っ
て

る
よ
ー
。
私
達
も
行
っ
て
み
よ
ー
』

　
　
女
子
達
は
男
子
の
方
へ
走
っ
て
い
っ
た
。

ミ
カ
『
な
ん
だ
ろ
？
』

香
奈
『
何
が
？
』

ミ
カ
『
あ
そ
こ
に
・
・
・
』

ミ
カ
は
男
子
達
の
方
を
指
差
し
た
。

香
奈
は
そ
れ
を
見
て
納
得
し
た
様
に
頷
い
た
。
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香
奈
『
あ
ぁ
。
』

ミ
カ
『
？
』

香
奈
『
私
が
い
た
学
校
の
男
子
五
人
グ
ル
ー
プ
。
カ
ッ
コ
イ
イ
っ
て
人
気
だ
っ

た
ん
だ
。
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
け
ど
。
ま
ぁ
、
田
舎
レ
ベ
ル
だ
か
ら
。
』

ミ
カ
『
で
も
、
凄
い
集
ま
っ
て
る
よ
？
』

男
子
達
の
近
く
に
は
、
部
屋
中
の
女
子
が
集
ま
っ
て
い
た
。

香
奈
『
対
し
た
事
無
い
よ
。
』

ミ
カ
『
へ
ェ
・
・
・
』

そ
の
時
、
部
屋
の
扉
が
開
き
先
生
が
入
っ
て
き
た
。

先
生
『
皆
さ
ん
！
！
入
学
式
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

』香
奈
『
そ
ろ
そ
ろ
入
学
式
始
ま
る
み
た
い
だ
よ
。
行
こ
！
』

ミ
カ
『
う
ん
！
』

自
分
に
は
関
係
無
い
し
遠
い
存
在
・
・
・

こ
れ
が
運
命
の
相
手
の
第
一
印
象
だ
っ
た
。

―
―
―
　
　
続
く
　
　
―
―
―
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第
２
話
　
自
己
紹
介

入
学
式
も
終
わ
り
、
ク
ラ
ス
別
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
向
か
っ
た
。

ミ
カ
は
香
奈
と
一
緒
の
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

ミ
カ
『
良
か
っ
た
～
。
香
奈
が
一
緒
の
ク
ラ
ス
で
。
』

香
奈
『
ク
ス
ク
ス
。
私
も
』

　
　
そ
う
言
い
な
が
ら
香
奈
は
ミ
カ
に
笑
い
か
け
た
。

ミ
カ
『
私
、
香
奈
の
そ
の
笑
い
方
好
き
。
』

香
奈
『
え
？
ど
ん
な
？
』

ミ
カ
『
そ
の
、
ク
・
ス
・
ク
・
ス
っ
て
笑
い
方
。
』

香
奈
『
そ
お
？
私
は
嫌
い
だ
な
。
な
ん
か
人
を
馬
鹿
に
し
て
る
様
に
聞
こ
え
な

い
？
中
学
の
時
の
友
達
に
い
っ
つ
も
〈
そ
の
笑
い
方
や
め
ろ
。
〉
っ
て
言
わ
れ

て
た
ん
だ
。
直
さ
な
き
ゃ
な
～
っ
て
思
う
ん
だ
け
ど
忘
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。
』

ミ
カ
『
そ
ん
な
事
無
い
よ
！
私
大
好
き
！
直
さ
な
い
で
～
』

香
奈
『
ク
ス
ク
ス
。
あ
っ
！
ま
た
や
ち
ゃ
っ
た
。
』

ミ
カ
『
ク
ス
ク
ス
。
』

香
奈
『
で
も
、
ミ
カ
も
ク
ス
ク
ス
っ
て
笑
う
よ
ね
？
』

ミ
カ
『
私
の
笑
い
方
と
香
奈
の
笑
い
方
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
だ
よ
ね
。
』

　
　
こ
ん
な
話
を
し
て
る
内
に
二
人
は
教
室
に
つ
い
た
。

　
　
中
に
入
る
と
２
０
人
く
ら
い
の
生
徒
が
い
た
。

　
　
ふ
と
見
る
と
教
室
の
後
ろ
の
方
に
女
子
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　
　
そ
こ
に
は
あ
の
男
子
た
ち
が
い
た
・
・
・

香
奈
『
う
ぁ
！
最
悪
。
高
校
に
な
っ
て
も
あ
い
つ
ら
の
面
倒
見
な
き
ゃ
行
け
な

い
の
・
・
・
』
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香
奈
は
イ
ヤ
と
言
い
な
が
ら
も
ど
こ
か
し
ら
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

　
　
嫌
い
で
は
な
い
ら
し
い
。

　
　
す
る
と
男
子
達
が
香
奈
に
気
付
き
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
。

　
　
で
も
そ
の
時
先
生
が
入
っ
て
き
た
の
で
諦
め
て
席
に
つ
い
た
。

香
奈
『
ミ
カ
、
座
ろ
。
』

ミ
カ
『
ウ
ン
。
』

　
　
ミ
カ
と
香
奈
は
隣
の
席
に
座
っ
た
。

　
　
先
生
は
自
分
が
入
っ
て
き
て
も
席
に
着
か
な
い
女
子
達
を
見
た
。

先
生
『
そ
こ
！
座
っ
て
！
』

　
　
女
子
達
は
席
に
着
い
た
が
、
ま
だ
話
し
て
い
る
。

　
　
先
生
は
そ
れ
を
無
視
し
て
は
じ
め
た
。

先
生
『
エ
ヘ
ン
。
私
は
今
日
か
ら
１
年
２
組
の
担
任
の
木
村
千
恵
で
す
。
宜
し

く
。
で
わ
最
初
に
皆
さ
ん
一
人
ず
つ
自
己
紹
介
を
し
て
下
さ
い
。
』

　
　
ミ
カ
は
一
瞬
ビ
ク
ッ
と
な
っ
た
。

ミ
カ
（
あ
～
。
と
う
と
う
来
ち
ゃ
っ
た
。
恥
ず
か
し
い
よ
～
）

香
奈
『
ク
ス
ク
ス
。
ミ
カ
大
丈
夫
？
顔
も
う
真
っ
赤
だ
よ
？
』

　
　
ミ
カ
は
、
冷
や
汗
ま
で
か
い
て
い
て
緊
張
し
て
い
る
の
は
他
人
か
ら
見
て

も
す
ぐ
分
か
っ
た
。
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先
生
『
で
わ
。
前
の
列
か
ら
順
に
。
』

　
　
ミ
カ
は
、
６
人
目
だ
。

　
　
そ
の
間
ミ
カ
は
何
を
言
う
べ
き
か
ず
っ
と
考
え
て
い
た
。

ミ
カ
（
ま
ず
は
名
前
で
し
ょ
、
あ
と
・
・
・
あ
と
・
・
・
あ
と
何
言
え
ば
良
い

の
！
）

香
奈
『
ミ
カ
。
ミ
カ
！
』

　
　
香
奈
の
呼
ぶ
声
に
、
ハ
ッ
と
我
に
戻
っ
た
。

ミ
カ
『
な
、
何
？
』

香
奈
『
ミ
カ
の
番
だ
よ
。
』

ミ
カ
『
ウ
ソ
！
ど
う
し
よ
う
！
何
言
う
か
決
ま
っ
て
な
い
の
に
！
』

　
　
香
奈
が
何
か
を
言
お
う
と
し
た
が
、
そ
の
前
に
先
生
が
ミ
カ
を
う
な
が
し

た
。

先
生
『
そ
こ
。
早
く
。
』

ミ
カ
『
は
、
っ
は
い
。
』

　
　
ミ
カ
は
立
っ
た
。

　
　
足
が
か
す
か
に
震
え
て
い
る
。

ミ
カ
『
わ
、
私
の
名
前
は
、
お
、
お
お
岡
野
ミ
、
ミ
ミ
ミ
カ
で
す
。
』

　
　
あ
ま
り
に
も
ミ
カ
が
噛
ん
で
い
る
の
で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
押
さ
え
た
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よ
う
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
た
。

　
　
ミ
カ
は
そ
の
あ
と
自
分
が
何
を
言
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
。

　
　
気
付
い
た
時
に
は
、
香
奈
の
自
己
紹
介
は
と
う
に
終
わ
り
、
残
り
後
五
人

で
あ
の
男
子
達
だ
っ
た
。

―
―
―
　
　
続
く
　
　
―
―
―
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第
２
話
　
自
己
紹
介
（
後
書
き
）

ナ
ナ
で
す
。

２
話
目
も
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感
想
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。



14

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Destiny
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n2915a/

